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治水の大原則 ： 洪水時の水位は１cmでも低くすることが極めて重要

洪水時の水位が高くなると

・破堤の危険性が高まる

・破堤時の被害がより一層大きくなる

・本川の影響を受け支川や内水の排除が困難となり、内水被害が大きくなる

・橋梁の桁下までの空間が狭くなり、流木等による河道閉塞の危険性が増す







5

【淀川の特徴】

■下流はゼロメートル地帯の大都市

■地域の合意形成を要する難事業である要改築橋梁が多数

■上流には狭窄部・中流は河道が狭隘

■下流は現況で計画規模の洪水が発生した場合、中上流部で氾濫が生じることもあり計画高水位以下で洪水を流
下

■全川にわたって計画高水位以下の洪水に対しても脆弱な堤防が存在

【整備手順の考え方】

■中上流部の改修は下流流量増となるため将来計画そのものにも差が付いている

※１／２００ １／１５０ １／１００

下流優先 → 中流 → 上流

■ダムは河口まで効果を有する手段（下流への影響は生じない）

■下流のHWLを超えさせない範囲で中流を改修する。

■上流では中流の改修に併せて順次改修を進める。 堤防強化に要する期間

■堤防強化 HWL以下の信頼性向上 下流の大都市部は急ぐ 淀川本川 ＝ ５年

中流では点検結果に基づき急ぐべき 支川 ＝１０年

中流のその他の区間でも行うべき 支川 ＝３０年

※越水対策はあてにしてはならない

■スーパー堤防 堤防強化ではなくいわゆる堀込み河道化（市街地整備と共に着実に整備）

■超過洪水対策 川の中で安全に流せる量の確保は有効

氾濫への対策 ①ハザードマップ等基礎情報

②危機管理（情報、避難、救援・救助、応急復旧等）

③復旧、復興

④土地利用、二線堤、宅地嵩上げ（氾濫許容について合意が可能な地域）

淀川水系の治水整備の進め方（１）
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【河川整備計画原案における治水整備】

■このような整備手順の考えの下で、まずは、中上流部を含めて水系全体でせめて

戦後実際に発生した洪水だけでも安全に流下させることができるよう順次整備

■下流の河川改修（阪神電鉄西大阪線橋梁架替）は精一杯行うものの、下流の安全

度を堅持した上で中上流部の改修を行うためにはダムが必要

■堤防強化については上記メニューを整備計画期間中に完了

【治水整備の進め方の評価】

■ダムを後回しにすることについては、以下のような問題が生じる

・桂川中流部さらには亀岡盆地の改修がほとんどできない

・木津川上流部の治水対策も遅れてしまう

・瀬田川洗堰の全閉解消の道のりが遠のく

・ダムは移転など地元の長年にわたる理解・協力の下で準備が整っているのに、下

流の河川改修に比べ治水効果を早期に発現できる経済的にも有利な建設途上の事

業が無駄になる。

■したがって、原案に示した治水整備の進め方のほうが適切である

淀川水系の治水整備の進め方（２）












